
基本戦略等 事業 部局 予算額（千円） 実施内容スポーツ推進計画の推進 ○　スポーツ推進審議会の開催による計画の進捗状況の評価・検証 くらし創造部 － 10/21 第１回定例会、1/30 第２回定例会　審議内容：H25事業の実施状況、H26事業案について○　地域教育力サミット「スポーツの学校・地域連携部会（第４部会）」による検討 教育委員会 － 8/7 第３回部会開催　教育委員室　　H25年度具体的取組：学校と総合型地域スポーツクラブの連携モデル地域の選定について○　県・市町村スポーツ推進協議会の設置・開催 くらし創造部 － 8/28 第１回協議会　協議内容：施設とスポーツイベント　　　H26.3（予定） 第2回協議会Ⅰ　だれもがいつでも楽しめるスポーツ ○　スポーツ支援センターによる総合型地域スポーツクラブの支援等 くらし創造部 10,929 総合型地域スポーツクラブ交流会（３回）　支援センターによる総合型地域スポーツクラブ訪問（151回）　○　総合型地域スポーツクラブの活動充実 ○　夏休み大和っ子スポーツウィーク 教育委員会 1,010 7/21小学生フェンシング教室、7/25,26小学生水泳教室、8/3親子体操教室、8/4親子ソフトバレーボール教室、7/30,31小学生陸上競技記録会、8/7学童水泳記録会　　　総参加者数：4,690名　○　子どもから高齢者まで、ライフステージ ○　奈良県中学校総合体育大会・奈良県高等学校総合体育大会の開催 教育委員会 1,190 奈良県中学校総合体育大会：7/20～7/30,11/17　  奈良県高等学校総合体育大会：9/7～9/29,12/23～12/25　　に応じた運動・スポーツの推進　 ○　子ども駅伝大会の開催 くらし創造部 1,200 3/8 第9回大会開催予定　馬見丘陵公園　選手約400名　○　障害者の運動・スポーツの推進 ○　県民交流リレーマラソン大会の実施 くらし創造部 6,000 3/15予定　奈良ＲＵＮ×２リレーマラソン2014　参加定員①20kmの部（100組）②42.195km（150組）　○　スポーツを支える環境づくり ○　ならスポーツフェスティバルの開催 くらし創造部 3,880 7/7 総合開会式　　 7/7、14 県民体育大会　　11/2、3 県スポーツレクリエーション祭　○　ラジオ体操による健康づくり くらし創造部 － 8/31 スポーツ推進委員に対する指導者講習会　  9/7 総合型地域スポーツクラブ指導者講習会○　高齢者のスポーツ文化交流大会の開催（グラウンド・ゴルフ等１５競技） 健康福祉部 4,500 5/18、19　総参加者数：2,275人　橿原公苑、明日香庭球場、橿原市運動公園○　奈良県健康ステーションの設置 健康福祉部 3,000 1/29開設　場所：近鉄百貨店橿原店６階　内容：健康チェック、おでかけ健康法紹介＆交流、「活動量計」モニター募集○　障害者スポーツフェスティバルの開催 健康福祉部 2,000 10/4開催　参加者数：431人　会場：橿原公苑第一体育館○　奈良県障害者スポーツ大会の開催 健康福祉部 3,396 4/21、4/28、5/12、5/19、5/26　総参加者数：1,068人　　会場：橿原公苑、心身障害者福祉センター、奈良市総合福祉センター　○　障害者スポーツ教室の開催 健康福祉部 278 6月～2月　計36回開催 (内容：バドミントン、リフレッシュ体操、歩いて遊んで）○　全国障害者スポーツ大会への選手団派遣 健康福祉部 5,760 10/12～14  全国障害者スポーツ大会への選手団派遣（34名）○　障害者スポーツボランティア人材バンクの運営 健康福祉部 300 11/30、12/1、12/14、12/15　　受講者数：18名　　会場：心身障害者福祉センター○　地域トレーニングセンター機能の構築 くらし創造部 3,000 全国や世界を舞台に活躍できるトップアスリートの輩出を目指し、トレーニングセンター機能構築を検討中○　スポーツ情報の提供 くらし創造部 － 先進事例研究（横浜市体育協会）及び本県情報システム部局との協議を継続中○　橿原公苑におけるナイトランの実施 くらし創造部 3,100 毎週月曜日・水曜日・金曜日17:00～21:00開催　H25.12まで来場者数20,722人Ⅱ　地域で楽しむスポーツ ○　ツアー・オブ・なら・まほろばの開催（東部地域） くらし創造部 5,000 11/23、24 東部地域で開催。参加選手374名、観客500名、スタッフ150名　○　参加型スポーツイベントの実施 ○　山岳グランフォンドｉｎ吉野の開催（南部地域） くらし創造部 2,000 10/6 南部地域で開催。参加選手450名、観客100名、スタッフ130名　○　スポーツツーリズムの推進 ○　ヒルクライム大台ヶ原の開催（南部地域）　 くらし創造部 2,000 9/8 南部地域で開催。参加選手735名、観客300名、スタッフ200名　○　スポーツを支える新たな基盤整備 ○　奈良マラソン2013の開催 くらし創造部 68,366 12/8、9 鴻ノ池陸上競技場スタート。　出走者15,581人、ボランティア約4,500人、EXPO参加約10万人、沿道観客約15,000人〇　紀伊半島三県クラブスポーツ大会の開催 くらし創造部 3,010 11/23、24 なぎなた（和歌山県新宮市）　 1/25、26 女子サッカー（下北山村） 　2/22、23 レスリング（三重県尾鷲市）○　アウトドアスポーツイベント体験事業 くらし創造部 1,000 9/7 障害者カヌー体験イベント　参加者25名 　　11/23、24 カヌー体験教室　参加者179名　ともに大滝ダム湖で開催○　自転車走行空間の整備 県土マネジメント部 202,900 「奈良県自転車利用促進計画」の広域的な自転車利用ネットワークに位置づけたルートにおいて、案内サイン等を設置○　自転車利用の促進 県土マネジメント部 40,000 「奈良県自転車利用促進計画」に基づいた自転車利用環境の充実、情報の発信○　「弘法大師の道」魅力発掘事業 地域振興部 4,000 11/2～4　トレイルランニングアカデミー　参加者18名　吉野山金峯神社～天川村～五條市～野迫川村～高野山金剛峯寺○　小辺路等を活用したツアーイベントの実施（トレイルラン） 地域振興部 1,264 5/24～26 小辺路トレイルジャーニー　参加者30名　高野山金剛峯寺～野迫川村～十津川村～熊野本宮大社Ⅲ　あこがれ・感動を生むスポーツ ○　競技力の強化 くらし創造部 58,690 国民体育大会等で活躍できる県内アスリートの競技力向上を目指す。　○　競技力の向上 ○　国民体育大会派遣 くらし創造部 77,460 国体への奈良県選手団派遣（393名）　国体近畿ブロック大会を県内で開催（4474名）　○　トップアスリートとの連携による ○　トップアスリートの活用 くらし創造部 8,000 4/14、9/7 野球教室97名　　 8/27 陸上リレー360名 　　9/21 サッカー教室120名  　10/13 バスケットボール教室105名　　スポーツ教室の実施 ○　プロスポーツなどの試合誘致 くらし創造部 － バンビシャス奈良（プロバスケットボールbjリーグ）　 7/6、7 女子プロ野球ティアラカップ（佐藤薬品スタジアム）　　○　プロスポーツなどの観戦機会づくり ○　県内プロバスケチームを活用したスポーツの振興 くらし創造部 13,261 「バンビシャス奈良」によるバスケットボール教室や県特産品のPR活動等を実施〇 　「まってろ！花園」（高校ラグビー）の開催 くらし創造部 1,000 12/23～27 橿原公苑陸上競技場　参加校数49校　Ⅳ　スポーツ環境の整備 ○　橿原公苑ジョギング＆サイクリングステーションの供用開始 くらし創造部 12,570 H25.4.1オープン。H25.12までの来場者数2,020人　〇　身近な公共施設等の活用 ○　新県営プール施設等の整備運営（スイムピア奈良の整備運営） 県土マネジメント部くらし創造部 4,277,863 H26.7.1オープンに向けてサイクリングステーションのほか、25M屋内公認プール、50M屋外公認プール、フィットネススタジオ等を整備 完備　○　既存スポーツ施設の活用方法の検討 ○　既存スポーツ施設・新たなスポーツ施設等整備検討 くらし創造部 14,172 奈良県において最も望ましいスポーツ施設のあり方を研究（県有・市町村有・民有施設を含む。）　○　新たなスポーツ施設の研究 ○　明日香庭球場の整備 くらし創造部 3,800 H26年度整備（クラブハウス新設、コート等整備）に向けた地質調査、設計業務の発注
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